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ベトナムの招待を受け、����年�月�日 か ら
��日 に か けて 日 本 の皇 太 子 殿 下 は ベトナ
ムを公 式 訪 問 し た 。 今 回 の訪 問 は 、ベトナ
ムと 日 本 の友 好 協 力 関 係 のさ ら な る 促 進 に
寄 与 す る も のと 言 え よ う 。

皇 太 子 殿 下 と の会 見 に お い て 、グ エ ン ・ ミ
ン ・ チ エ ッ ト���	
��
����
������国 家 主 席
は 、今 回 の訪 問 を熱 烈 に 歓 迎 し 、近 年のベ
トナムと 日 本 の両 国 関 係 が 順 調 に 発 展 し て
い る こ と に 喜 び の意 を表 し た 。 そ し て 、今 回
の皇 太 子 殿 下 の訪 問 が 両 国 関 係 を新 た な
発 展 段 階 に 向 上 さ せ る こ と を確 信 し て い る
と 述 べ た 。 一 方 、皇 太 子 殿 下 は 、ベトナム
へ の公 式 訪 問 に 対 し て 喜 び の意 を表 し 、
����年末 の同 主 席 の訪 日 の際 、日 本 の皇
室 が 世 界 無 形 遺 産 で あ る フ エ 宮 廷 雅 楽 を
鑑 賞 す る 機 会 が あ っ た こ と に 対 し て 感 謝 の
意 を述 べ た 。 さ ら に 、日 本 の天 皇 皇 后 両 陛
下 、皇 室 、政 府 お よ び 国 民 は 、ベトナムの
国 家 主 席 の訪 日 が 日 本 と ベトナム間 の関
係 を戦 略 的 パ ー トナー シ ッ プ に 導 く こ と に 寄
与 し た 画 期 的 な 出 来 事 で あ る と 確 信 し て い
る と 述 べ た 。

さ ら に 、皇 太 子 殿 下 と 会 見 し た グ エ ン ・ テ ィ ・
ゾ ア ン ���	
��
���
�����国 家 副 主 席 は 、
ベトナム国 民 に よ る 国 家 建 設 ・ 発 展 お よ び
経 済 発 展 に 対 す る 日 本 国 民 の大 き な 支 持
と 支 援 を高 く 評 価 し た 。 同 副 主 席 は ま た 、日
本 側 と と も に 両 国 間 の友 好 親 善 関 係 を新
た な レ ベル に ま で 向 上 さ せ 、戦 略 的 パ ー ト
ナー シ ッ プ に 向 か う と い う べ トナム政 府 の
一 貫 と し た 政 策 を肯 定 す る と 同 時 に 、民 族
文 化 の伝 統 お よ び 文 化 遺 産 の保 護 分 野 に
お い て 日 本 が 引 き 続 き ベトナムに 対 す る 支
援 を期 待し て い る と 述 べ た 。 こ の際 、皇 太
子 殿 下 は 、ド イ モ イ 事 業 に お い て ベトナム
が 収 め た 成 果 を高 く 評 価 し 、ベトナムと の
関 係 をつ ね に 重 視 す る 日 本 政 府 の政 策 を
肯 定 し た 。 ま た 、ゾ ア ン 副 主 席 と 皇 太 子 殿
下 は と も に 、近 年のベトナムと 日 本 の全 面
的 な 友 好 協 力 関 係 が 迅 速 か つ 着 実 に 発 展
し て い く こ と に 対 し て 満 足 の意 を表 し た 。 特
に 、����年は 両 国 の協 力 で 外 交 関 係 樹 立
��周 年を迎 え る 様 々 な 記 念 活 動 が 成 功 裏
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ホ イ ア ン の 日 本 橋 を 訪 れ る徳 仁 皇太子
殿下写 真 ： ヴ ァ ン ・

サ ン ���ベ ト ナ ム 通 信 社 ���

フ エ 王 宮 を 訪 問 する徳 仁 皇
太子殿下写 真 ： ク ア ン ・ ゴ ッ ク ��ベ ト ナ ム

通 信 社 ��

ホーチミン市日本人学校をホーチミン市日本人学校をホーチミン市日本人学校をホーチミン市日本人学校を
視 察 す る 皇 太 子 殿 下 写 真 ： チャ ン・ ズ視 察 す る 皇 太 子 殿 下 写 真 ： チャ ン・ ズ視 察 す る 皇 太 子 殿 下 写 真 ： チャ ン・ ズ視 察 す る 皇 太 子 殿 下 写 真 ： チャ ン・ ズ
オ ンオ ンオ ンオ ン�� ベ ト ナ ム 通 信 社ベ ト ナ ム 通 信 社ベ ト ナ ム 通 信 社ベ ト ナ ム 通 信 社 �

テ ィ エ ンザ ン省 を訪 問 し 、テ ィ エ ンザ ン省 を訪 問 し 、テ ィ エ ンザ ン省 を訪 問 し 、テ ィ エ ンザ ン省 を訪 問 し 、

に 行 わ れ た 。 そ の内 、皇 太 子 殿 下 は 「 ����
年日 本 に お ける ベトナム文 化 週 間 」 の開 幕
式 に 出 席 し て い る 。

ま ず 、首 都 ハ ノ イ で 皇 太 子 殿 下 は 、���人
以 上 の視 覚 障 が い 児 が 在 籍 す る グ エ ン
デ ィ ン チ ェ ウ 中 学 校 を視 察 。 同 校 の教 師 と
の会 見 で 皇 太 子 殿 下 は 、学 校 の発 展 お よ
び 生 徒 の学 校 生 活 の状 況 な ど に つ い て 聞
い た 。 さ ら に 、同 校 の伝 統 楽 器 の楽 団に 所
属 す る 視 覚 障 が い 児 た ち は 、皇 太 子 殿 下
をお 迎 え す る 音 楽 を 演 奏 し た が 、����年、
日 越 外 交 関 係 樹 立 ��周 年記 念 に 際 し て 東
京 で 行 わ れ た 音 楽 週 間 に お い て 、皇 太 子
殿 下 は こ れ ら 児 童 の数 名 と 顔 を 合 わ せ て
お り 、鑑 賞 後 、皇 太 子 殿 下 は ス テ ー ジ に 上
が り 、生 徒 一 人一 人と 交 流 さ れ た 。 そ の際
の皇 太 子 殿 下 のお 心 配 り と や さ し い 態 度
に 、生 徒 た ち と 学 校 関 係 者 を感 動 さ せ た 。
な お 、同 中 学 校 は 視 覚 障 が い 児 のた め の
学 習 設 備 導 入 のた め に 、日 本 政 府 よ り 約 �
万 米 ド ル の援 助 を受けて い る 。

次 に 皇 太 子 殿 下 は 川 崎 市 、見 附 市 、 鹿 児
島 県 、 岡 山 県 等 と 提 携 関 係 を 有 す る 中 部
のダ ナン 市 を訪 問 し た 。 中 央 直 轄 都 市 と
な っ て 以 来 、 ダ ナン 市 と 日 本 の各 都 市 と の
協 力 活 動 が 活 発 に な っ て お り 、双 方 の交
流 ・ 協 力 関 係 は 、日 越 友 好 協 会 、 ピ ー ス
ボ ー ト、川 崎 市 国 際 交 流 協 会 等 の団体 に
よ り 進 め ら れ て い る 。 そ の後 、同 市 を 離 れ
た 皇 太 子 殿 下 は 、 古 都 ホ イ ア ン に 移 動 し 、
現 在 で も 保 護 さ れ て い る 代 表 的 な 日 本 の
建 築 様 式 の日 本 橋 、 ホ イ ア ン 陶 器 博 物 館 、
福 建 寺 を訪 れ た 。 ホ イ ア ン の特 徴 的 な 建 築
物 を視 察 し 、ま た 、ホ イ ア ン の大 勢 の人々
か ら 大 き な 歓 迎 を受けた 皇 太 子 殿 下 は 、非
常 に 感 動 し た ご 様 子 だ っ た 。

皇 太 子 殿 下 は 古 都 フ エ へ 移 動 。 こ こ で 泰 和
殿 、 ズ エ ッ トテ ィ ド ウ ン 古 典 劇 場 等 、フ エ 王
宮 のい く つ か の文 化 遺 跡 を訪 れ 、
*�+,,-.に よ り 世 界 文 化 遺 産 と 公 認 さ れ
た フ エ 宮 廷 雅 楽 を鑑 賞 し た 。

ホ ー チ ミ ン 市 に 到 着 後 、皇 太 子 殿 下 は 同 市
第�区 に あ る 日 本 人学 校 を訪 問 し た 。 現
在 、 ホ ー チ ミ ン 日 本 人学 校 で は /学 年計 ���
名 の生 徒 お よ び 中 学 校 �学 年の生 徒 が 在
籍 し て い る 。 同 校 に お い て 皇 太 子 殿 下 は 、
日 本 人生 徒 が ベトナム人の友 人と よ く 交 流
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メ コ ン河 に つ い て 説 明 をメ コ ン河 に つ い て 説 明 をメ コ ン河 に つ い て 説 明 をメ コ ン河 に つ い て 説 明 を
受 け る 皇 太 子 殿 下 写 真 ：受 け る 皇 太 子 殿 下 写 真 ：受 け る 皇 太 子 殿 下 写 真 ：受 け る 皇 太 子 殿 下 写 真 ：
チャ ン・ ズ オ ンチャ ン・ ズ オ ンチャ ン・ ズ オ ンチャ ン・ ズ オ ン��� ベ ト ナ ムベ ト ナ ムベ ト ナ ムベ ト ナ ム
通 信 社通 信 社通 信 社通 信 社 �

し 、 将 来 の成 長 に 役 立 て て 欲 し い 旨 を述 べ
た 。 ま た 、同 市 内 の日 本 ベトナム人材 協 力
セ ン タ ー 
�01--�を訪 問 し た 。 さ ら に 、 ホ ー チ
ミ ン 市 人民 委 員 会 レ ー ・ ホ ア ン ・ ク ア ン （ 2�

3����
4	��） 委 員 長 と も 会 談 し た が 、皇 太 子 殿 下 は 東 南 ア ジ ア の主 要 都 市 の一 つ
で あ る ホ ー チ ミ ン 市 の役 割 を高 く 評 価 し 、こ こ で 暮 ら す ����人以 上 の日 本 人の快 適
な 生 活 、5��の日 系 企 業 が 活 躍 し て い る こ と 、日 本 の援 助 プ ロ ジ ェ ク トが 積 極 的 に 展
開 さ れ て い る こ と に 対 し て 満 足 の意 を表 し た 。

今 回 のベトナム公 式 訪 問 で 、皇 太 子 殿 下 が 最 後 に 訪 れ た のは テ ィ エ ン ザ ン 省 のミ
トー 市 で あ る 。 こ こ で 、皇 太 子 殿 下 は 詩 的 な テ ィ エ ン 川 を 観 光 し 、地 元 の人々 の生
活 、果 樹 園 、 魚 の養 殖 場 等 を視 察 し た 。 皇 太 子 殿 下 は メ コ ン デ ル タ の山 紫 水 明 の景
色 と フ レ ン ド リ ー な 現 地 の人々 に 対 し て 好 印 象 を述 べ た 。

日 本 と ベトナムが 外 交 関 係 樹 立 ��周 年（ ����年�月��日 ～ ����年�月��日 ） を迎 え
た 中 、皇 太 子 殿 下 のベトナム公 式 訪 問 は 日 越 関 係 をさ ら に 強 化 し 、ア ジ ア の平 和 お
よ び 繁 栄 のた め に 、両 国 関 係 をま さ に 戦 略 的 パ ー トナー シ ッ プ に 向 上 さ せ る こ と に
寄 与 し た と 言 え よ う 。

報 告 ： グエン・トアン・ロングエン・トアン・ロングエン・トアン・ロングエン・トアン・ロン���������	�
������


写 真 ： ベ ト ナ ム 通 信 社ベ トナ ム 通 信 社ベ トナ ム 通 信 社ベ トナ ム 通 信 社 
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